
患者様へ MRI・CT検査に関する注意事項  

検査を受けるみなさまへ 

① 下記のものは検査室へ持ち込みできません。ご注意下さい。 

イヤリング、ヘアピン、エレキバン、使い捨てカイロ、眼鏡、時計、鍵、入れ歯、携帯電話などの金属類 

② 腹部を検査なさる方は、お食事は来院時間の 6時間前までに軽く済ませてください。 

③ そのほかの注意事項、持ち物は、検査予約票をご確認下さい。 

CT検査を受ける方 

次の方は、CT検査を受けられない可能性があります。必ずスタッフに申し出てください。 

① 妊娠している方、または妊娠している可能性がある方 

② 取り外しのできない金属がお体に入っている方 

③ 心臓ペースメーカーを使用されている方（ペースメーカー手帳をご持参ください） 

④ 心臓 ICDを使用されている方（ICD手帳をご持参下さい） 

MRI検査を受ける方 

１．次の方は、MRI検査を受けられない可能性があります。MRI対応の金属かどうか、手術をした病院に必ず

事前に問い合わせをしていただくようお願いします。 

① 心臓ペースメーカーを使用されている方 

② 人工内耳、人工中耳の方 

③ 血管へのステント挿入手術を 8週間以内に受けられた方 

④ 古い人工心臓弁の手術を受けられている方 

⑤ 眼に微細な金属片が入っている、または入っていると疑わしい方 

⑥ 脳動脈瘤クリップが入っている方 

⑦ 金属の義眼底の方    

⑧ 骨折によりボルト固定がされたままの方 

⑨ 刺青のある方（深部火傷の恐れのため） 

⑩ 妊娠している方、または妊娠している可能性がある方 

⑪ 人工歯根（インプラント）の方（MRI対応金属である旨の歯科医の証明書が必要） 

2．化粧品・カラーコンタクト・金属について 

①化粧品には磁性体が含まれているもの（マスカラ・アイライン・アイシャドウなど）があり、検査

画像に影響があるだけではなく、眼の粘膜等を傷つけたりすることがあります。ご注意下さい。 

② 瞳の色を変える目的で使用されるカラーコンタクトレンズは、材質に金属が使われている場合が

あるため、コンタクトレンズを外していただくことがあります。ご了承下さい。 

③ 金属（磁石に付くもの）を身に着けていると、画像が乱れて検査に支障をきたすだけではなく、

磁力で金属が引っ張られて飛んだり、装置に吸着するので大変危険です。また、金属のワイヤー

が入っている下着（ブラジャーやボディースーツ等）は検査中着用できませんのでご了承下さい。 
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